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笠間市は、日本の中でも農作物の北限と南限の境となる地。
そのため四季折々のさまざまな農作物を栽培できる土地柄です。
気候や土壌など、恵まれた環境で育てられた笠間の農作物を、 
市場へ、そして消費者へ届ける取り組みを紹介します。

生産者とバイヤーをつなげ、消費者とつながる。そして生産量を増やす。

笠間市の代表的な農作物は何ですか？と聞かれると、
栗と答える方が多いと思います。
（笠間ブランディングアドバイザー藤原 浩さん）

早く芽を出せ。特集

笠間市で採れる自慢の野菜をご覧あれ。

ふじ  わら ひろし
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バ
イ
ヤ
ー
と
つ
な
げ
る
。

「
笠
間
の
イ
メ
ー
ジ
は
栗
。

栗
が
有
名
だ
よ
ね
と
い
う
の
が
あ
ま
り
に
強
す
ぎ
る
。

笠
間
の
農
作
物
を
バ
イ
ヤ
ー
に
伝
え
る
に
は
、カ
タ
ロ
グ
が
必
要
で
す
。」

笠
間
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

藤
原 

浩
さ
ん
が
語
る
笠
間
の
農
業
環
境
。

　
朝
早
く
、
笠
間
市
に
来
る
と
モ
ヤ
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。雨
が
降
っ
て
大
地
が
水
分
を
吸
い
、
太
陽
の

陽
差
し
で
地
表
の
温
度
変
化
が
起
っ
て
、
地
球
が
呼

吸
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。こ
う
い
う
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
農
作
物
に
必
要
な
寒
暖
差
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
常
磐
線
で
東
京
か
ら
笠
間
へ
来
る
と
わ
か

る
ん
で
す
が
、
土
の
色
が
変
わ
る
ん
で
す
。土
が
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
他
に
は
変
え
ら
れ
な
い
価
値

で
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
笠
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
農

作
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
柄
で
す
。今
ま
で

case

1

笠
間
市
は
、農
作
物
を
作
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
、

す
ご
く
い
い
ん
で
す
。

カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
な
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
笠
間
産
の
農
作
物
の

イ
メ
ー
ジ
が
栗
の
ほ
か
に
思
い
つ
か
な
い
、
と
い
う

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。東
京
の
大
手
百
貨
店
で
バ

イ
ヤ
ー
た
ち
と
話
を
し
て
も
、
栗
の
ほ
か
に
、
収
穫

で
き
る
も
の
を
挙
げ
て
い
く
と
、
び
っ
く
り
さ
れ
ま

す
。ま
だ
笠
間
の
魅
力
あ
る
農
作
物
を
知
ら
な
い
方

に
、
見
た
目
や
美
味
し
さ
を
伝
え
る
と
き
、
カ
タ
ロ

グ
が
無
い
と
深
く
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
回
、
笠
間
産
の
農
作
物
を
カ
タ
ロ
グ
で
ま
と
め
た

い
と
思
っ
た
一
番
の
理
由
で
す
。

プロフィール
社団法人 日本フードアナリスト協会　常任理事
多くのメディアからも出演依頼を受ける人気
フードアナリストとして活躍中。
平成26年8月から笠間ブランディングアドバイ
ザーに就任し、5年目を迎える。
この間、市内生産者を有名レストランなどとつ
なげ、笠間市産農作物のブランド化に尽力する。

笠間ブランディングアドバイザー
食をはじめとする地域のブランド化に深い知見を有する専門家で、多
角的かつ総合的な観点からブランディングを進め、特産品をはじめと
した笠間の知名度向上やイメージアップを図る役割を担っています。

今までは、
商品だけを紹介。

いくら良い商品でも、
商品はしゃべらない。
代わりに生産者が語る
育て方のお話を
伝えたいんです。

カタログは、流通業界のバイヤー、そ
してレストランへの PR、商談会に使
うなど、生産者とバイヤーをつなぐ
ツールとして使われます。
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　生産者の顔と思いが見える朝市として、毎月第 4土
曜日の午前９時から12時まで友部公民館の敷地内で
開催しているカサマルシェ。
　笠間の“おいしい”をお届けするため、生産者や飲食
店などが集まり、減農薬やエコなど、こだわりの農業
で生産された農作物や畜産物、そして加工品をそろえ
ています。
　カサマルシェでは、旬の野菜やめずらしい野菜、コ
ンクールで入賞した加工品、人気飲食店のおいしいパ
ン、お惣菜などが並んでいます。
　また、できたてを食べられるコーナーもありますの
で、家族や友達とお出かけください。

　カサマルェに出店したい生産者、加工業者およ
び飲食業者を募集しています。
　出店に際しては、笠間アグリビジネスネット
ワーク協議会に加入していただく必要があります
ので、詳しくは農政課までお問い合わせください。

カサマルシェとは

消費者と
　 つながる。

case

2

　笠間市は、農商観連携によるアグリビ

ジネスを積極的に展開している笠間ア

グリビジネスネットワーク協議会を応援

しています。

　同協議会は、有機農法を始めとする

安心安全にこだわった笠間の野菜やそ

れを使用した加工品を広めるため、毎月

カサマルシェを開催しています。
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新
し
く
農
業
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
他

産
業
で
の
起
業
と
大
き
な
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。経
営
に
必
要
な
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
つ
け
、
経
営
開
始
の
た
め
の
資
金
を
用
意
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
就
農
の
た
め
、
情
報
収
集
に
努
め
て
意
思
を

固
め
、
具
体
的
な
営
農
計
画
の
作
成
と
、
研
修

を
含
め
、十
分
な
準
備
期
間
が
必
要
で
す
。

　
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
方
は
、
各
機
関
の

相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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就
農
相
談
窓
口

 

ま
だ
あ
り
ま
す
。

 

就
農
研
修
期
間
中
の
生
活
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
準
備
型

年
間
1
5
0
万
円
を
限
度
に
、

最
長
7
年
間
交
付
し
ま
す
。

▼
樹
園
地
継
承
支
援
事
業

果
樹
農
家
を
目
指
す
研
修
受
講
者
に

年
間
1
2
0
万
円
を
限
度
に
、

最
長
2
年
間
交
付
し
ま
す
。

  

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。 

  

農
業
研
修
の
受
講
費
用
も
支
援
し
ま
す
。

▼
担
い
手
対
策
強
化
促
進
事
業

月
額
5
万
円
、

最
長
2
年
間
交
付
し
ま
す
。

❷ 

農
業
用
機
械
・
設
備
を
導
入
す
る
方

市
で
は
、農
業
用
機
械
や
施
設
の
導
入
を

支
援
す
る
制
度
が
あ
り

最
大
で 　
　
　
　
　
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
支
援
制
度
は
、有
し
て
い
る

資
格
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
内
容
が
違
い
ま
す
。
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市
で
は
、農
業
用
機
械
や
施
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の
導
入
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支
援
す
る
制
度
が
あ
り

最
大
で 　
　
　
　
　
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
支
援
制
度
は
、有
し
て
い
る

資
格
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
内
容
が
違
い
ま
す
。
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❸ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
と
っ
て

　

 

消
費
者
か
ら
信
頼
を
得
た
い
方

４０
万
円

第
三
者
機
関
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

農
作
物
の
安
全
性
の
見
え
る
化
を
果
た
す

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
た
め
の

審
査
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

最
大
で
、　
　
　
　
　

を
交
付
し
ま
す
。
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三
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受
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3
　
笠
間
市
で
は
、
農
作
物
の
生
産
者
を
増
や

し
て
、
各
農
作
物
の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と

で
、
地
場
農
作
物
の
安
定
供
給
を
図
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
安
定
的
に
市
場
に
笠
間
産
の
農
作
物
を
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
流
通
業
界
な
ど

の
バ
イ
ヤ
ー
に
自
信
を
持
っ
て
紹
介
、
そ
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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業
総
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物
の
安
定
供
給
を
図
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
安
定
的
に
市
場
に
笠
間
産
の
農
作
物
を
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
流
通
業
界
な
ど

の
バ
イ
ヤ
ー
に
自
信
を
持
っ
て
紹
介
、
そ
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
農
業
総
合
力
の
向
上
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

生
産
量
を
増
や
す
。

生産者の
増加

生産量の
増加

所得の
増加

設備投資

営農の
効率化

❶ 

農
業
を
始
め
る
方
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均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
あ
わ

せ
て
、
下
表
の
と
お
り
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
収
入
が
公
的
年
金
の
み

の
方
は
、
年
金
収
入
額
か

ら
公
的
年
金
控
除（
年
金
収

入
額
が
3
3
0
万
円
以
下
は

1
2
0
万
円
）
を
差
し
引
き
、

65
歳
以
上
の
方
は
、
さ
ら
に

高
齢
者
特
別
控
除（
15
万
円
）

を
差
し
引
い
て
判
定
し
ま
す
。

そ
の
他
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
前
に「
会
社
な
ど

の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方
は
、
平
成
30

年
度
は
均
等
割
額
が
5
割
軽

減
さ
れ
、
所
得
割
額
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
31
年

度
以
降
は
資
格
取
得
後
2
年

間
は
5
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

（
※
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
が

低
い
方
は
、
均
等
割
額
の
軽

減（
9
割
軽
減
、
8
・
5
割
軽

減
）が
優
先
さ
れ
ま
す
。）

　

ま
た
、
所
得
割
額
の
軽
減

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
：
保
険
年
金
課（
内
線
1
4
1
・
1
4
2
）

※
賦
課
の
も
と
と
な
る
金
額 

＝ 
総
所
得
金
額
等 

－ 

基
礎
控
除
33
万
円

※
総
所
得
金
額
な
ど
と
は
、
前
年
の
収
入
か
ら

必
要
経
費（
公
的
年
金
控
除
額
や
給
与
所
得
控
除

額
な
ど
）を
差
し
引
い
た
も
の
で
、
社
会
保
険
料

控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の
各
種
所
得
控
除
前

の
金
額
で
す
。
な
お
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は
、

収
入
に
含
み
ま
せ
ん
。

※
年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
に
な
ら
れ
た
方
は
、

資
格
取
得
月
か
ら
の
月
割
り
で
保
険
料
額
が
計

算
さ
れ
ま
す
。

１年間の保険料額
（100円未満切捨て）

均等割額
39,500円

所得割額
（賦課のもととなる金額）

× 8.00％

 

個
人
ご
と
の

  

保
険
料
額
の
決
め
か
た

 

平
成
30
年
度
お
よ
び
平
成
31
年
度
の

  

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
2
月
20
日（
火
）に
開
催
さ

れ
た
平
成
30
年
第
1
回
茨
城
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会
で
、

平
成
30
年
度
お
よ
び
平
成
31
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
額
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

は
、
各
都
道
府
県
で
2
年
に
一
度
見
直

し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

公
費
が
約
5
割
、
現
役
世
代
か
ら
の
支

援
金
が
約
4
割
、
被
保
険
者
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
約
1
割
を
負
担
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
受
け
る

医
療
に
係
る
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
給
付

費
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率
を
決
定

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
給
付
費
準

備
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
率
の
上
昇
を
抑
制
し
た
た
め
、
平

成
28
・
29
年
度
か
ら
据
え
置
き
と
な
り

ま
し
た
。

平成30・31年度 平成28・29年度

保険料
均等割額 39,500円 39,500円

所得割率 8．00％ 8．00％

保険料の賦課限度額
（上限額） 62万円 57万円

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
率

平
成
30
年
度
お
よ
び
平
成
31
年
度
の

が
決
ま
り
ま
し
た

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の場合 均等割額の軽減割合 軽減後の均等割額

33万円を超えない世帯で、被保険者全員が
年金収入80万円以下の世帯（※その他各種所得がない場合）

9割 3,950 円

33万円を超えない世帯 8.5割 5,925 円

33万円＋「27.5万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 5割 19,750 円

33万円＋「50万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 2割 31,600 円

表：均等割額の軽減
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近
年
「
健
康
な
人
向
け
の
割
引
」
の
あ

る
商
品
が
多
く
の
保
険
会
社
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
〝
健
康
な
人
は
病
気

に
な
っ
た
り
死
亡
し
た
り
す
る
可
能
性
が

低
い
た
め
保
険
料
を
安
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
〞
相
互
扶
助
の
考
え
か
ら
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

健
康
状
態
の
良
い
人
の
割
引
、
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
人
の
割
引
、
ゴ
ー
ル
ド
免
許

の
割
引
、
健
康
診
断
書
を
提
出
す
る
割
引
、

た
く
さ
ん
歩
く
こ
と
の
割
引
…

　

こ
れ
ら
の
割
引
は
、
掛
け
捨
て
型
の
死

亡
保
障
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
医
療
保
険
で
も
割
引
の
あ
る
商

品
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
健
康
な
人
に
は
、

お
得
な
制
度
で
す
よ
ね
。

　

今
年
の
4
月
に
は
、
掛
け
捨
て
型
の
死

亡
保
障
を
中
心
に
保
険
料
が
下
が
り
ま
し

た
。
昔
加
入
さ
れ
た
保
険
も
、
一
度
見
直

し
て
み
る
価
値
は
充
分
あ
り
そ
う
で
す
。

「
や
さ
し
い
保
険
プ
ラ
ザ
友
部
ス
ク
エ
ア

店
」
で
は
生
命
保
険
会
社
24
社
の
取
扱
い

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

健
康
だ
と

保
険
料
が

 

安
く
な
る
!?

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
し
て
い
く
た
め
、
次
の
よ
う
な
手
当
が

あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
方
を
、
家
庭

で
養
育
し
て
い
る
保
護
者
等
に
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
3
級
を
所
持
す
る

○
療
育
手
帳

・
Ａ
・
Ｂ
を
所
持
す
る

○
精
神
障
が
い
が
あ
る

○
そ
の
他
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る

右
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20
歳
未
満
の

方
を
、
家
庭
で
養
育
し
て
い
る
保
護
者
等

手
当
額　

1
人
に
つ
き
月
額

　

1
級
（
重
度
）　

5
1
，7
0
0
円

　

2
級
（
中
度
）　

3
4
，4
3
0
円

支
給
方
法

年
3
回
（
4
月
・
8
月
・
12
月
）
指
定
銀
行

口
座
に
振
込
と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限

○ 

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

○
本
人
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受
け
た
場
合

○
福
祉
施
設
等
へ
入
所
し
て
い
る
場
合

手
続
き
に
必
要
な
も
の

 

手
帳
、
印
鑑
、
戸
籍
謄
本
、
診
断
書
（
特
別

児
童
扶
養
手
当
用
）、
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未

満
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
を
所
持
す
る
方

○
療
育
手
帳

を
所
持
す
る
方

○
そ
の
他
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

手
当
額　

月
額　

1
4
，6
5
0
円

支
給
方
法

年
4
回
（
2
月
・
5
月
・
8
月
・
11
月
）
指

定
銀
行
口
座
に
振
込
と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限　
　

○
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

○ 

本
人
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受
け

た
場
合

○
福
祉
施
設
等
へ
入
所
し
て
い
る
場
合

手
続
き
に
必
要
な
も
の 

手
帳
、印
鑑
、診
断
書（
障
害
児
福
祉
手
当
用
）、

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

特
別
障
害
者
手
当

　

障
が
い
が
重
度
ま
た
は
重
複
し
て
い
る
等

の
理
由
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
方
の
う

ち
、
認
定
基
準
に
該
当
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

手
当
額　

月
額　

2
6
，9
4
0
円

支
給
方
法

年
4
回
（
2
月
・
5
月
・
8
月
・
11
月
）
指

定
銀
行
口
座
に
振
込
と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限

○ 

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

○
福
祉
施
設
等
へ
入
所
し
て
い
る
場
合

○ 

病
院
等
に
3
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
場
合

手
続
き
に
必
要
な
も
の 

手
帳
、
印
鑑
、
診
断
書
（
特
別
障
害
者
手
当

用
）、口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）

笠
間
市
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

　

笠
間
市
に
住
所
が
あ
り
20
歳
未
満
で
心

身
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
と
同
居
・

養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

手
当
額

月
額　

3
，0
0
0
円

（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
、
療
育
手

帳

・
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

1
級
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
）

月
額　

1
，5
0
0
円

（
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
、
療
育
手
帳
Ｂ
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級
）

支
給
方
法

年
2
回
（
9
月
・
3
月
）
指
定
銀
行
口
座

に
振
込
と
な
り
ま
す
。

支
給
制
限

○
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

○
障
害
児
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
場
合

○
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合

手
続
き
に
必
要
な
も
の

手
帳
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
、

印
鑑
、
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳

な
ど
）

難
病
患
者
見
舞
金

　

難
病
疾
患
の
方
の
心
身
の
安
定
の
た
め
、

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

笠
間
市
に
住
所
が
あ
り
、
茨
城
県
の
指
定

難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方手
当
額　

月
額　

3
，0
0
0
円

支
給
方
法

年
2
回
（
9
月
・
3
月
）
指
定
銀
行
口
座

に
振
込
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証
、
印
鑑
、

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

障
が
い
児
（
者
）
の
将
来
に
対
し
て
保

護
者
が
抱
く
不
安
の
軽
減
を
目
的
と
し
、

保
護
者
が
毎
月
掛
金
を
納
入
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
、

残
さ
れ
た
障
が
い
児
（
者
）
に
終
身
一
定
額

の
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
3
級
を
所
持
す
る

○
療
育
手
帳
を
所
持
す
る

○
そ
の
他
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る

（
精
神
障
が
い
難
病
含
む
）

　

右
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の
保
護

者
（
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
配
偶
者
・
祖
父
母
等
）

で
、
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
特
別
の
病
気
や

障
が
い
を
も
た
な
い
65
歳
未
満
の
方
（
4
月

1
日
現
在
）

掛
金

保
護
者
の
加
入
時
の
年
齢
に
よ
り
月
額
9
，

3
0
0
円
〜
2
3
，3
0
0
円
ま
で
7
段

階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

年
金

1
口
加
入
の
方　

月
額
2
0
，0
0
0
円
、

2
口
加
入
の
方　

月
額
4
0
，0
0
0
円

ま
た
、
保
護
者
よ
り
先
に
障
が
い
児
（
者
）

が
死
亡
し
た
場
合
は
、
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

住
民
票
謄
本
、
障
が
い
の
種
類
・
程
度
を
証

明
す
る
書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
等
）、
年
金
管
理
者
指
定
届
書
（
障
が
い

の
あ
る
方
が
年
金
を
管
理
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
）、
印
鑑
、
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
）

＊ 

申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
先

社
会
福
祉
課　
（
内
線
１
５
５
）

笠
間
支
所　
　
（
内
線
７
２
–
１
３
１
）

岩
間
支
所　
　
（
内
線
７
３
–
１
７
１
）

7 平成30年　広報かさま5月号（vol.146）
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市
内
の
小
学
校
へ
入
学
す
る
新
一
年
生
へ
、
防

犯
ブ
ザ
ー
が
常
陽
銀
行
友
部
支
店
長
※
の
水み

ず
か
み
ひ
ろ
し

上
浩

さ
ん
か
ら
、
黄
色
い
通
学
帽
が
Ｊ
Ａ
常
陸
代
表
理

事
副
組
合
長
の
南
指
原
賢
治
さ
ん
と
友
部
基
幹
支

店
長
の
大お

お
み
ね
し
ゅ
う
い
ち

峰
秀
一
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
水
上
さ
ん
は「
子
ど
も
た

ち
の
防
犯
の
一
助
と
し
て
、
犯
罪
抑
止
に
つ
な
が

れ
ば
」南
指
原
さ
ん
は「
高
齢
者
に
よ
る
通
学
途
中

の
交
通
事
故
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
帽
子
に
よ
っ
て
ド
ラ

イ
バ
ー
に
子
ど
も
た
ち
の

存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
」と
そ
れ
ぞ
れ
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
が
笠
間
地
区
交
通
安

全
協
会
よ
り
、
黄
色
い
傘

が
笠
間
市
交
通
安
全
母
の

会
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
地

域
全
体
で
守
り
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
を
み

ん
な
で
作
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

※
3
月
寄
贈
当
時

8

　

4
月
9
日（
月
）、
笠
間
市
を
訪
れ
る
台
湾
人

旅
行
客
が
快
適
に
滞
在
で
き
る
よ
う
、
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
笠
間
市
台
湾

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会（
福ふ

く
な
が永

信し
ん
い
ち一

会
長
：

笠
間
工
芸
の
丘
社
長
）を
設
立
し
発
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

発
会
式
後
に
は
、
市
が
事
業
提
携
を
し
て
い

る
台
湾
の
東と

う
ご
う豪

旅
行
社（
陳ち

ん

社
長
）の
講
演
が

あ
り「
台
湾
交
流
事
務
所
は
笠
間
だ
け
で
な
く
、

茨
城
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
盛
り
上
げ
る
き

っ
か
け
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
は
そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
特
別
な
体
験
と

お
も
て
な
し
が
ポ
イ
ン
ト
」と
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
国
際
観
光
課
の
榊
原
課
長
か
ら

は「
茨
城
空
港
の
台
湾
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
あ
り
、

本
県
へ
の
台
湾
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
非
常

に
伸
び
て
い
る
。
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
定
期
便
に

な
る
よ
う
に
、
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
協
力
の
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
東
豪
旅
行

社
と
協
力
し
、
台
湾
か

ら
ゴ
ル
フ
場
利
用
客
や

観
光
客
の
誘
致
拡
大
を

進
め
て
い
て
、
台
湾
交

流
事
務
所
の
設
置
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

笠
間
市
台
湾

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
設
立

挨拶をする福永さん（左）と
副会長の河

か わ ら い

原井 信
のぶゆき

之さん

　

3
月
15
日
、
昨
年
行
わ
れ
た
第
64
回
ボ
ク
シ

ン
グ
新
人
王
決
定
戦
で
、
新
人
王
に
輝
い
た
富

施
郁
哉
選
手（
19
歳
：
友
部
二
中
出
身
）が
市
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

新
人
王
に
輝
い
た
富
施
選
手
に
は
、
目
覚
ま

し
い
活
躍
を
さ
れ
た
方
々
に
贈
る「
笠
間
市
表

彰
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
施
選
手
は
サ
ウ
ス
ポ
ー
の
ア
ウ
ト
ボ
ク
シ

ン
グ
ス
タ
イ
ル
。「
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
人
一
倍
磨
か

な
い
と
い
け
な
い
。
と
に
か
く
い
け
る
と
こ
ろ

ま
で
行
き
た
い
。」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
市

長
は
、「
さ
ら
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。」と
期
待
の
コ
メ
ン
ト
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
期
待
し
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

バ
ン
タ
ム
級
全
日
本
新
人
王
！

富
施
郁
哉
選
手
が
表
敬
訪
問

ふ       

せ     

ふ
み     

や

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に

な　

  

じ     

わ
ら   

け
ん　

  

じ

南指原さん（中央）、大峰さん（右） 水上さん（右）

富施さん（右）
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4
月
1
日
、
笠
間
稲

荷
門
前
通
り
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
旧
井
筒

屋
本
館
が
、
新
た
に「
か

さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒

屋
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

明
治
時
代
建
築
の
木

造
3
階
建
て
の
旧
井
筒

屋
本
館
を
笠
間
の
歴
史
や
観
光
情
報
を
発
信
す

る
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
、
1
階
は
観

光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
2
階
が
歴
史
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
3
階
が
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
で
は
、
詩
吟
日
本
一
に

輝
い
た
大お

お

し

ま

か

ず

は

嶋
知
葉
さ
ん
、
希の

ぞ

み海
さ
ん
姉
妹
が
詩

吟
を
吟
じ
て
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

笠
間
市
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
制
作
し
寄
贈
い
た
だ
い

た
、
主
に
日
テ
レ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
制
作
な
ど

を
行
っ
て
い
る（
株
）ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
の
久
野
幹
雄
会
長（
箱
田
出
身
）へ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

9

県
立
笠
間
陶
芸
大
学
校

3
期
生
入
学

　

4
月
6
日（
金
）、
茨
城
県
立
笠
間
陶
芸
大
学

校
の
入
学
式
が
開
催
さ
れ
、
3
期
生
と
し
て
陶

芸
学
科
10
名
、
研
究
科
2
名
の
方
が
入
学
し
ま

し
た
。
ま
た
、
陶
芸
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て

き
た
タ
イ
の
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ア
ン
財
団
よ
り
テ

ィ
ッ
パ
ワ
ン
・
ド
ゥ
ア
ン
ド
ク
ム
ン（
通
称
：
ユ

ウ
）さ
ん
が
研
修
生
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
子
学
校
長
か
ら
は「
陶
芸
の
歴
史
の
中
で
自

分
の
モ
ノ
づ
く
り
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
、

自
分
を
見
つ
め
る
自
分
の
目
を
持
っ
て
モ
ノ
づ

く
り
に
励
ん
で
ほ
し
い
」市
長
か
ら
は「
笠
間
焼

は
笠
間
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
産
業
。
市
も
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
で
、
笠
間
に
住

み
続
け
て
笠
間
焼
の
普
及
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
新
入
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋

オ
ー
プ
ン

く      

の     

み
き     

お

入学された皆さん

大お
お
い
し
く
ら
の
す
け
よ
し
た
か

石
内
蔵
助
良
雄
像
移
設

　

4
月
1
日
、
笠
間
義
士
会
の
皆
さ
ん
の
参
加

の
も
と
、
長
く
佐
白
山
ろ
く
公
園
に
鎮
座
し
て

い
た
、「
大
石
内
蔵
助
良
雄
像
」の
大
石
邸
跡
へ

の
移
設
工
事
の
完
了
を
記
念
し
、
式
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

像
の
移
設
に
伴
い
新
た
に
設
置
さ
れ
た
案
内

板
に
は
、
赤
穂
藩
浅
野
家
と
大
石
家
の
由
来
や
、

笠
間
市
と
の
つ
な
が
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
市

民
や
観
光
客
の
忠
臣
蔵
へ
の
関
心
が
よ
り
高
ま

り
、「
歴
史
・
文
化
・
芸
術
の
ま
ち
笠
間
」の
発
展

に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
で
は
、
笠
間
市
の
歴
史
を
大

切
に
し
な
が
ら
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

笠間義士会の皆さん

和服を楽しむ参加者の皆さん

感謝状を受け取る久野 幹雄さん（右）

詩吟を披露する大嶋 和葉さん（左）、希海さん
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4
月
1
日
か
ら
、
笠
間
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
新
た
に
1
名
の
隊
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
が
最
終
年
度

と
な
る
3
年
目
の
隊
員
2
名
、
2
年
目
の

隊
員
2
名
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

千
葉
県
の
中
学
校
を
定
年
退
職
し
て
、

以
前
か
ら
憧
れ
て
い
た
笠
間
と
船
橋
と

の
二
地
域
居
住
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
笠
間
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
首

都
圏
の
中
学
生
や
海
外
の
学
生
に
笠
間

に
来
て「
民
家
体
験
」を
し
て
も
ら
う『
笠

間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
』を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
約
1
0
0
軒
の
民
家
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
約
4
0
0
名
の
首

都
圏
の
中
学
生
と
国
内
外
の
約
1
0
0

名
の
学
生
が「
民
家
体
験
」を
経
験
し
、
生

徒
に
も
受
け
入
れ
民
家
の
皆
さ
ん
に
も

大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
気
込
み

　

私
が
笠
間
に
惹
か
れ
た
の
は
穏
や
か

な
里
山
の
風
景
の
中
で
、
陶
芸
や
農
業
な

ど
自
然
や
伝
統
と
調
和
し
た
、
地
に
足
の

つ
い
た
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
る
と
感
じ

た
か
ら
で
す
。
私
は
笠
間
の
持
っ
て
い
る

こ
う
し
た
価
値
を
広
く
首
都
圏
や
海
外

に
発
信
し
、
地
方
が
持
つ
暮
ら
し
の
価
値

と
、
都
会
や
海
外
の
人
々
と
の
橋
渡
し
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
民
泊
な
ど
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
笠
間
と
首
都
圏
や
海
外
と
の
継

続
的
な
人
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
笠
間
を

老
若
男
女
が
集
う
元
気
な
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度
から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある
人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・
強化を目的とした支援活動を行うものです。

ブログやフェイスブックもご覧ください
　ブログ▶ http://ameblo.jp/kasamart-wa/
　Facebook▶http://www.facebook.com/

Kasamartowa

【問い合わせ】まちづくり推進課（内線538）

地域おこし協力隊とは

笠間市地域おこし協力隊 活動報告 No.
57

市
政
懇
談
会

　

市
政
懇
談
会
と
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

に
つ
い
て
、
市
長
と
気
軽
に
話
し
合
い
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
す
。

　

特
に
、
行
政
運
営
と
皆
さ
ん
と
の
間
の
認

識
に
ず
れ
が
な
い
か
な
ど
市
政
の
目
安
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画
や
事
業

の
出
発
点
に
も
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
13
会
場
、
延

べ
2
1
2
人
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
ご
意
見
ご
要
望
を
も
と
に
、
問

題
箇
所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
第
2
次

総
合
計
画
7
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

日　　時 場　　所 テ ー マ

5月30日（水）午後7時～8時30分 笠間市役所笠間支所　2階会議室

市行政全般6月10日（日）午前10時～正午 社会福祉協議会　岩間支所

6月19日（火）午後7時～8時30分 笠間市役所本所　教育棟2階2-1，2会議室

6月20日（水）午後7時～8時30分 かさま歴史交流館　井筒屋3階会議室 産業分野／地域経済活動の活性化、
　　　　　企業誘致、観光、地場産品など

6月24日（日）午前10時～正午 地域医療センターかさま　1階会議室 健康・福祉分野／子育て環境整備、保健、
　　　　　　　　医療体制など

◎ 開催スケジュール

大
おおつぼ

坪 桂
かつら

 （63歳）
観光振興分野で活動中
千葉県船橋市より移住

懇談会の様子

※7月以降は6月号でお知らせします。
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※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します
　（かさまこども園内10:00～16:00）。祝日は休み。
※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します
　（旧岩間保健センター内10:00～16:00）。祝日は休み。
　※市民センターいわまに変更となる可能性があります。

1金

2土

グリーンフェスタかさま2018（3日まで）
　宍戸ヒルズカントリークラブイベント広場
　（（一社）笠間観光協会 ℡0296-72-9222）

道の市ファイナル（3日まで）　10:00~17:00
　笠間駅前通り弁天町地区内
　（（一社）笠間観光協会 ℡0296-72-9222）

第7回行幸町わくわくフェスタ（3日まで）
　10:00~17:00
　笠間駅前通り行幸町地区内　（湊 ℡0296-72-1129）

3日
荒街門 10:00~17:00
　門前通り交差点一部
　（（一社）笠間観光協会 ℡0296-72-9222）

4月 いこいの家はなさか 休館日
　（いこいの家 はなさか ℡0296-77-5110）

5火
特設無料人権相談　10:00～15:00
　市民センターいわま
　(水戸地方法務局 ℡029-227-9919)

6水

7木

8金

9土

10日

天狗の郷バザールdeいわま　9:00～15:00
　地域交流センターいわま「あたご」
　（根本 ℡090-3009-7883）

普通救命講習会　9:00～12:00　
　消防本部　3階
　(笠間市消防本部 ℡0296-73-0119)

11月 いこいの家はなさか 休館日

12火

13水

14木

15金

16土

17日

18月 いこいの家はなさか 休館日

19火

20水 行政書士無料相談会　13:00～16:00　
　笠間市役所本所1階ロビー(秘書課 内線225)

21木

22金

23土 カサマルシェ　9:00～12:00
　友部公民館前（農政課　内線527）

24日

休日納税相談窓口【市役所本所】　8:30～12:00
　（収税課 内線118）

友部駅前フリーマーケット　9:00～13:00
　地域交流センターともべ「トモア」まちの広場
　（佐藤 ℡090-3245-0880）

25月 いこいの家はなさか 休館日

26火

27水 行政相談　14:00～16:00　（友部公民館）
　(秘書課 内線225)　

28木

29金

30土

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課
収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課
税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課

※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

 窓口延長サービス

※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します
　（笠間市児童館内9:00～16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

※ 平日夜間19:00～21:00（土曜日・祝日・年末年始を除く）は笠間市立病院で初期
救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、診療を受けてください。

 6月の休日救急診療当番 9：00～17：00

6月
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大
井
川
知
事
が
就
任
し
、

早
く
も
7
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
の
取
り
組
み
は
、

茨
城
県
に
新
し
い
風
を
巻

き
起
こ
し
、
既
存
の
概
念

を
打
ち
破
る
も
の
で
、
新

し
い
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た

考
え
に
基
づ
い
た
政
策
の

推
進
お
よ
び
決
定
は
、
県

政
が
大
き
く
、
新
し
い
時

代
に
入
っ
た
こ
と
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

私
も
4
月
の
市
長
選
挙

に
お
い
て
、
当
選
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
無

投
票
は
、
信
任
を
得
た
の

か
ど
う
な
の
か
、
複
雑
な

思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
与
え
ら
れ
た
4
年
間
の

任
期
を
緊
張
感
を
持
っ
て
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
少
子
・

高
齢
化
、
人
口
減
少
の
新

た
な
時
代
に
お
け
る
課
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

新
た
な
時
代
を
迎
え
、

政
策
や
制
度
の
見
直
し
も

必
要
で
あ
り
、
新
た
な
負

担
や
我
慢
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
も
課

題
解
決
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

説
明
責
任
を
果
た
し
な

が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
4

年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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　笠間市国際交流協会の活動に参加され、その後帰国して世界中で暮らしている海外の友達からの便りや、メッセージをご
紹介します。一年間笠間に滞在し、ドイツに帰国されヘッセンで高校の先生をしているGuido Pudelさんから情報提供の
メッセージです。さあ、世界に友達を作って交流を始めましょう。

Greetings to Japan！
I found a train from Airport to Lahr Schwarzwald Time 14:50 
60€, you need to change the train 1 time. Traveltime 2hour.

I am looked for more information and found 15:52 20€ and 
16:52 30€ is also possible.
Give me a little bit time then I send you the complete route with 
some more information.
I hope that will help you!
Guido

日本の皆様へこんにちは!
空港からシュヴァルツヴァルトのラールまで、14：50発
で60€の運賃の列車がありますが、１回乗り換えて2時間
かかります。
他にもっと探してみたら15:52発運賃20€の列車から
16:52発運賃30€の列車に乗り継ぎでも可能です。
少し時間をください、もっと詳しく完璧なルートをお知
らせします。
お役に立てれば幸いです！
Guidoより　　　　（€＝ユーロ）

写真：江戸川総合人生大学・日枝神社研修会

●
6
月
の
国
際
交
流
情
報
●

一
般
社
団
法
人 

笠
間
市
国
際

交
流
協
会
総
会
の
ご
案
内

日
時
：
6
月
23
日（
土
）

　
　
　

受
付　

午
後
1
時

　
　
　

開
会　

午
後
1
時
30
分

会
場
：
笠
間
稲
荷
神
社
稲
光
閣

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

1
部　

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
総
会

2
部　

ド
イ
ツ
・
ラ
ー
ル
市
友
好
都

　
　
　

市
訪
問
報
告
会

　
　
　

友
好
都
市
締
結
式
レ
ポ
ー
ト

　
　
　

ラ
ー
ル
市
フ
ラ
ワ
ー
・
フ
ェ

　
　
　

ス
テ
ィ
バ
ル
レ
ポ
ー
ト

　
　
　

笠
間
小
学
校
の
児
童
画
の
展

　
　
　

覧
会
レ
ポ
ー
ト

6
月
の
日
本
語
教
室

　

2
日
、
9
日　

16
日　
（
会
場
：

ト
モ
ア　

午
前
10
時
か
ら
）

※
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す

【問い合わせ】一般社団法人 笠間市国際交流協会 木村美枝子
き む ら み え こ

「
長
」の
決
意

市長コラム



が
ん
は
、
日
本
人
死
因
の
第
1
位
と
な
っ
て
お
り
3
人
に
1
人
が
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

笠
間
市
で
も
同
様
に
が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
1
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
が
ん
は
、
早
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
か
な
り
進
行

し
た
段
階
で
初
め
て
異
変
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
一
部
の
が
ん
で
は
早
期
に
発
見
し
て
適
切

な
治
療
を
受
け
れ
ば
治
る
可
能
性
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
生
活
習
慣
を
見
直
す
と
と
も
に
、
早
期
に
発

見
し
自
分
の
か
ら
だ
を
守
る
た
め
に
も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
う
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

【 

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
カ
条 
】

1 

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

2 

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け
避
け
る

3 

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

4 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

5 

塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

6 

野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に

7 

適
度
に
運
動

8 

適
切
な
体
重
維
持

9 

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治
療

10 

定
期
的
な
が
ん
検
診
を

11 

身
体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

12 

正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知
る
こ
と
か
ら

（
出
典
：
公
益
財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興
財
団
）

★  

今
年
度
も
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
年
間
予
定
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
自
分
が
守
る
自
分
の
か
ら
だ
〜

今
年
こ
そ
受
け
よ
う
！

が
ん
検
診
・
見
直
そ
う
生
活
習
慣

【
問
い
合
わ
せ
】　　

健
康
増
進
課　

☎
0
2
9
6
ー
77
ー
9
1
4
5

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す
！

　

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
・
啓
発
お
よ

び
地
域
活
性
化
を
図
る
目
的
と
し
て
、
筑
波
山

地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
商
品

（
食
品
加
工
品「
料
理
を
含
む
」）を
募
集
し
ま
す
。

　

認
定
商
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ

た
商
品
は
、
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
商

品
と
し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
及
び
筑
波
山

地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限　

6
月
18
日（
月
）ま
で

筑波山地域ジオパーク
認定商品募集要項はこちら⇒

お問合せ先・応募先
桜川市経済部商工観光課　　TEL 0296-55-1159

応募先（応募のみ）
笠間市商工観光課　　　　　TEL 0296-77-1101

山と湖をつなぐ平野ゾーン
（愛宕山からの眺め）

霞ヶ浦ゾーン（霞ヶ浦）

筑波山地域
ジオパーク
ゾーン

http://tsukuba-geopark.jp/page/page000383.html
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健康ホットライン

筑波・鶏足山塊ゾーン（筑波山）



笠
間
公
民
館
で
笠
間
市
民
囲
碁
・

将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

2
月
18
日（
日
）に
笠
間
公
民
館
で
、
第
11
回
笠

間
市
民
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
部
門
を
合
わ
せ
て
42
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
熱

気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

ク
ラ
ス

成　

績

氏　

名

住　

所

Ａ

優　

勝

森も
り 

貞さ
だ

男お

大　

橋

準
優
勝

加か

藤と
う 

一か
ず

夫お

矢
野
下

三　

位

瀧た
き

本も
と 

越え
っ

平ぺ
い

友
部
駅
前

Ｂ

優　

勝

齊さ
い

藤と
う 

幸ゆ
き

夫お

笠　

間

準
優
勝

山や
ま

崎さ
き 

敏と
し

夫お

平　

町

三　

位

江え

幡ば
た 

渡わ
た
る

平　

町

Ｃ

優　

勝

大お
お

久く

保ぼ 

誠ま
こ
と

福　

島

準
優
勝

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

一い
ち

日
草
場

三　

位

柴し
ば

沼ぬ
ま 

久ひ
さ

子こ

池
野
辺

審
判
員

小こ

磯い
そ 

毅た
け
し

・
小こ

島じ
ま 

一か
ず

浩ひ
ろ

・
三み

科し
な 

新し
ん

一い
ち

囲
碁
の
部

ク
ラ
ス

成　

績

氏　

名

住　

所

Ａ

優　

勝

田た

口ぐ
ち 

昭し
ょ
う

一い
ち

石　

寺

準
優
勝

佐さ

伯え
き 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

飯　

合

三　

位

小こ

松ま
つ

崎ざ
き 

則の
り

男お

押　

辺

Ｂ

優　

勝

福ふ
く

田だ 

良り
ょ
う

二じ

桜
川
市

準
優
勝

大お
お

和わ

田だ 

正ま
さ
し

石　

井

三　

位

北き
た

沢さ
わ 

浩ひ
ろ

之ゆ
き

八　

雲

Ｃ

優　

勝

田た

口ぐ
ち 

賢け
ん

三ぞ
う

日　

沢

準
優
勝

三み

浦う
ら 

士し

侑ゆ
う

鯉　

淵

三　

位

加か

藤と
う 

三み

子ね

男お

笠　

間

審
判
員

長は

谷せ

川が
わ 

泉い
ず
み

・
青あ

お

木き 

信し
ん

吉き
ち

・
青あ

お

木き 

平へ
い

内な
い

将
棋
の
部

囲碁の対戦の様

将棋の対戦の様
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笠 間 図 書 館 友 部 図 書 館 岩 間 図 書 館

　

昨
年
度
は
新
し
く
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
簡
単
！
冬
の
星
空
撮
影
と
タ
イ

ム
ラ
プ
ス
入
門
講
座
」「
陶
芸
手
ひ
ね

り
講
座
」「
エ
ン
タ
メ
お
仕
事
講
座
」

「
お
は
な
し
の
世
界
で
赤
ち
ゃ
ん
フ

ォ
ト
講
座
」に
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
企

画
や
新
し
い
企
画
を
行
い
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
広

報
か
さ
ま
お
知
ら
せ
版
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

笠
間
図
書
館
で
は
、6
月
29
日（
金
）〜

7
月
25
日（
水
）に「
星
の
図
書
館
〜
星
好

き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
星
の
ア
ー
ト

展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
の

棚
や
館
内
各
所
に
、
星
を
テ
ー
マ
に
し
た

写
真
や
陶
芸
な
ど
ア
ー
ト
作
品
や
図
書
が

展
示
さ
れ
ま
す
。
期
間
内
7
月
の
土
曜
日

に
は
読
み
語
り
、
星
空
観
望
会
、
ラ
イ
ブ

な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

星
の
世
界
を
め
ぐ
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

笠
間
市
立
図
書
館
で
は
、
本
の
寄
贈
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
直
接
図
書
館
へ
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。
特
に
次
の
資
料
を

積
極
的
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

・
現
在
人
気
の
あ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

　

・
笠
間
市
の
歴
史
に
関
す
る
図
書
や
、

　
　

市
民
の
著
作
物

　

た
だ
し
、
次
の
点
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
資
料
的
価
値
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
資
料
、
傷
み
・
汚
れ
が
激
し

い
資
料
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
、
一
部

寄
贈
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
寄
贈
い
た
だ
い
た
本
の
取
り
扱
い
は
図

書
館
に
一
任
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
資
料
と

し
て
受
け
入
れ
な
い
も
の
は
、
リ
ユ
ー
ス
フ

ェ
ア
な
ど
で
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
提
供
い
た

し
ま
す
。（
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。）

各館の行事予定

◆おはなし会
　（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
6月1日（金）『ぴょーん』ほか
6月15日（金）『かさちゃんです。』ほか
◆おはなし会
　（4歳～小学生向け　午後2時～）
6月3日（日）
　『どうぶつ連想それだーれ？』ほか
　＜箱田エプロン・ママーズ＞
6月10日（日）
　『かえるぼたもち』ほか
　＜はあと to はあと＞
6月17日（日）
　『ちいさなあなたへ』ほか
　＜たんぽぽ＞
6月24日（日）
　『ジョンくんといっしょ（腹話術）』ほか
　＜語り部の会＞
◆上映会（午後2時～）
6月16日（土）『ミニチュアワンダーランド』（98分）
◆ギャラリー
5月24日（木）～6月27日（水）
『Ipc 茨城ピンナップ展』

◆おはなし会
　（0歳～3歳向け　午前11時～）
6月7日（木）『ぎゅ～っ！』ほか
6月21日（木） 来てのお楽しみ！
◆おはなし会
　（4歳～小学生向け　午後2時～)
6月3日（日） 来てのお楽しみ！
〈すみれのWA〉
◆ギャラリー
◇5月29日（火）～6月10日（日）
　「写真展示」友部写友会
◇6月12日（火）～6月24日（日）
　「水彩スケッチ画展示」楽描きの会
◇6月26日（火）～7月8日（日）
　「絵手紙展示」友部絵手紙同好会

◆おはなし会
　（0～3歳向け　午前11時～11時30分）
６月7日（木）
『おんなじ おんなじ おんなじね』ほか
＊場所：
　岩間子育て支援センター くりのこ

6月

ー お 知 ら せ ー
7月31日（火）まで岩間支所改
修工事のため岩間図書館は休
館です。

☆
笠
間
図
書
館
で「
星
の

　

図
書
館
」を
開
催
し
ま
す
。

☆
寄
贈
図
書
を
受
け
付
け

　

て
い
ま
す

☆
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
！

書籍
CD
DVD

　　　　　　　　　　　　　　　 〈Twitterアカウント〉
笠間図書館 ☎ 0296-72-5046　@kasama_klib
友部図書館 ☎ 0296-78-1200　@tomobe_klib
岩間図書館 ☎ 0299-45-2082　@iwama_klib

としょかん

←3月23日（金）に行わ
れた「おはなしの世界
で赤ちゃんフォト講
座」。絵本『ぴょーん』
（まつおかたつひで作　
ポプラ社）で記念撮影
をしました！
皆さん、すてきな笑顔
で撮れました。
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♥幸せな結婚を
　　 迎えてほしい♥

地元で18年　茨城結婚情報グループ　日本ブライダル連盟・全国結婚相談所連盟

（0296）78-0406野の花ともべ およめさんおむこさん

低料金優遇・相談無料
その他入会者優遇有り
成婚まで母心で応援します

至石岡 至笠間 至市役所

至水戸 至内原

野の花ともべ

笠間市南友部1937

口
北

駅
部
友

院
病
物
動
ね
き
せ

検索野の花ともべ Jimdo

よび日帰り型の市民農園の利用者を
募集しています。
所属・担当▶笠間クラインガルテン 吉田
場所▶笠間クラインガルテン（笠間
市本戸4258）
内容▶日帰り型　1区画　約30㎡　
年間利用料10,280円
滞在型　1区画　約300㎡（畑部分
は約100㎡）年間利用料411,420円
（諸条件あり）
初めての方でも安心して利用できる
よう、毎週末に栽培講習会があります。
また、堆肥や農機具が無料で使えます。
見学も随時受け付けています。お気
軽にお問い合わせください。
対象▶農業を営んでいない方（滞在
型は2組以上での申し込み必要）

笠間の家からのお知らせ
申・ 問 笠間の家  ☎0296-73-5521

◎「里中コレクションヴィンテ
ージ展2」
故・里

さ と な か ひ で と

中英人邸で使われていたヴィ
ンテージ品の数々を展示販売。
日時▶5月29日（火）～6月17日（日）
場所▶笠間の家ギャラリー（笠間市
下市毛79-9）

◎佐々倉文ワークショップ「ク
ッキー型をつくる」
世界で一つだけのクッキー型を作っ
てみませんか。ステンレス製
日時▶6月6日（水）・10日（日）各日
ともに①午前10時～11時　②午後
1時30分～2時30分
参加費▶2,000円（材料費・1ドリ
ンク代込み）
場所▶笠間の家

◎スリップウェアのコースタ
ー作り
化粧土で装飾するスリップウェア
の技法でコースターを2枚作ります。
日時▶6月15日（金）・16日（土）各日
ともに①午前10:00～正午　②午後
1:00～3:00
参加費▶2,500円（材料費、1ドリ
ンク込み）
場所▶笠間の家

あたごからのお知らせ
申・ 問   地域交流センターいわま　
☎0299-57-3357

◎キッズダンス教室
踊ることの楽しさや達成感の習得を
目的としたレッスン。
リズム感・体幹・柔軟性・バランス
力・俊敏力・表現力を高める効果も
期待されます。
日時▶月3回／土曜日（6月2日（土）
開始）
場所▶健康ふれあいルーム　
対象▶幼児～小学生
参加費▶月3回／2,500～3,000円
申し込み方法▶電話で受付

◎初夏のシャンソンコンサー
トＩＮあたご
朝の連続ドラマ「ひよっこ」で茨城弁
の指導を担当した女優でありシャン
ソン歌手の中

な か ざ わ あ つ こ

澤敦子さんと、多くの
ミュージシャンと共演しているギタ
リスト梅

う め だ み つ お

田光男氏を迎え初夏のシャ
ンソンコンサートを開催します。
日時▶5月27日（日）第一部　午後
1:00～2:00／
第二部　午後3:00～4:00
場所▶多目的ホール

定員▶70名（2ステージ）
※チケット販売中
参加費▶1,000円（中学生以下無料）

トモアからのお知らせ
申・ 問   地域交流センターともべ「ト
モア」  ☎0296-71-6637

◎毎週木曜日は「映画の日」
トモア駅前シネマのご案内
週替わりで懐かしの名画・話題の映
画を上映いたします。
6月は「時代劇」特集です！
3日「幕末太陽傳」10日「土」17日「次郎
長遊侠伝　秋葉の火祭り」24日「おし
ゅん捕物帖　謎の尼御殿」
内容・時間▶毎週木曜日
①午前10:00～②午後1:00～③午後
4:00～④午後7:00～
料金▶一般1,000円　身障者・シニ
ア800円　子ども500円
場所▶地域交流センターともべ「ト
モア」マルチホール

5月の納税等
納期限： ５月３１日（木）
軽自動車税　　　　　（全期分）
国民健康保険税　　　（1期分）

※納税には，簡単で便利な口座振替
をご利用ください。
　納期限を過ぎると延滞金が加算さ
れます。早めの納税をお願いします。
　口座振替で納付の方は預金残高の
確認をお願いします。
　軽自動車税を口座振替にされてい
る方は、6月中旬頃に車検用納税証
明書(納付済通知書)を送付する予定
です。
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◎笠間市立幼保連携型認定こ
ども園の運営法人募集につい
て（お知らせ）
問 子ども福祉課　内線161

笠間市では、下記のこども園を管理
運営していく1法人を募集します。
募集要項・条件および受付期間等の
詳細については、5月中に笠間市ホ
ームページに掲載します。
対象施設▶
・笠間市立かさまこども園（笠間市
金井83-1）
・笠間市立いなだこども園（笠間市
稲田2151-1）
協定期間▶平成31年4月～10年間
受付期間▶平成30年6月中旬ごろ
選定方法▶プロポーザル方式

◎オストメイト（人工肛門・人
工膀胱保有者）の集い
～ 一人で悩まず、仲間と共に
より良いストーマ生活を ～
申・問 公益社団法人　日本オストミー協会

☎029-292-5192（皆川 俊雄）

公益社団法人オストミー協会茨城県
支部が主催する、人工肛門・人工膀
胱をお持ちの方のＱＯＬ（生活の質）
を高めるオストミー講習会「オスト
メイトの集い」を開催します。
日時▶平成30年7月15日（日）
午前10時から午後3時まで
（受け付け開始：午前9時30分から）
場所▶水戸市福祉ボランティア会館
「ミオス」２階大会議室
水戸市赤塚1-1（☎029-309-1001）
ＪＲ赤塚駅から徒歩2分
駐車場は水戸市赤塚駅北口駐車場
（☎029-254-8663）をご利用くだ
さい。
内容▶①日本オストミー協会の活動
について説明
②講演「ストーマケアについて」
講師：ひたちなか総合病院　皮膚排
泄認定看護師　大

おおやまひとみ

山瞳　看護師長
参加費▶1,000円（弁当・飲料）同伴
者も同額

申し込み期限▶7月10日（火）まで

笠間工芸の丘からのお知らせ
申・ 問   笠間工芸の丘
☎0296-70-1313

◎at table～笠間焼協同組合
青年部による暮らしのしつら
え～ I morning

申し込み期間▶4月10日（火）～
6月3日（日）

笠間クラインガルテンからのお知らせ
問   笠間クラインガルテン
クラブハウス　☎0296-70-3011
メール：k-garten@atlas.plala.or.jp
月曜定休（祝日にあたる場合は翌日）

◎市民農園利用者募集
笠間クラインガルテンでは滞在型お

ての項目で下水道の放流基準値を下
回りました。
　なお、放流水は、笠間市の公共下
水道へ放流しています。
2地下水の定期モニタリングにおい
ては、全ての項目で環境基準値（排
水基準の1/10程度）を下回りました。
　また、４箇所あるモニタリング井
戸の３箇所でヒ素、総鉄、総マンガ
ンが水道水質基準値を超過しました。
しかし、地質の影響によるものであ
り、過去のデータと比較して大きな
変動はありませんでした。
3防災調整池からの雨水等放流水に

【施設モニタリング（12月～2月分）】
　環境保全事業団より、最終処分場
および溶融処理施設モニタリングに
おける住民公表・排ガスの維持管理・
浸出水の放流について12月から2月
分の監視項目に係る資料の提出を求
め、その資料に基づき維持管理状況
の報告を受けました。
1最終処分場の浸出水処理施設の流
入水では、有害金属としてカドミウ
ム、鉛、ヒ素が検出されましたが、
流入水・処理後の放流水ともに、全

ついては、全ての項目で放流基準値
を下回りました。
4溶融処理施設の排ガス常時監視に
ついては、時間最大値で塩化水素、
窒素酸化物で自主管理基準値を超え
ている時間がありましたが、法定基
準値は全ての項目で下回りました。
5モニタリング結果の住民公表につ
いては、事業団ＨＰにおいて廃棄物
の処理実績、維持管理記録（水質・
排ガス等の測定結果）を毎月公表し
ています。
【次回の監視活動】
環境モニタリングについて実施。

案 内

エコフロンティアかさま監視
委員会活動報告 実施日 3月22日



18平成30年　広報かさま5月号（vol.146）

間
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
会
は
、
笠
間
を

訪
れ
て
く
れ
た
お
客
様
に「
笠
間
の
ま

ち
」を
案
内
・
紹
介
す
る
活
動
を
通
し
て
、
ま

た
笠
間
に
来
て
み
た
い
と
い
う「
笠
間
フ
ァ
ン
」

が
一
人
で
も
増
え
れ
ば
と
思
い
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

つ
目
は
、
市
内
外
の
人
々
へ
、
笠
間
の

自
然
・
文
化
・
芸
術
・
歴
史
的
遺
産
等

の
案
内
で
す
。

つ
目
は
、
会
員
が
相
互
に
講
師
役
と

な
っ
た
り
、
外
部
講
師
を
招
い
た
り

し
、
広
く
笠
間
の
歴
史
・
観
光
資
源
等
に
つ
い

て
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
案
内
人
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

つ
目
は
、
観
光
関
連
機
関
の
主
催
す
る

事
業
・
催
事
等
で
の
案
内
・
支
援
活
動

で
す
。

つ
目
は
、「
お
も
て
な
し
の
心
」な
ど
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る

各
種
講
習
会
へ
の
参
加
で
す
。

　

以
上
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
私

た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

笠
間
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
会
は
、「
自

然
・
文
化
・
芸
術
・
歴
史
遺
産
を
含
め

た
笠
間
市
の『
ま
ち
』を
広
く
紹
介
・
案

内
す
る
活
動
を
通
し
て
、
観
光
客
と
の

交
流
を
深
め
、お
も
て
な
し
の
心
を
学
び
、

生
き
が
い
を
創
造
す
る
」こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
21
名
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
会
員
に
は
、
山
登
り
や
笠
間
の
歴

史
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、植
物
に
詳
し
い
人
、

竹
細
工
や
菊
づ
く
り
の
名
人
、
地
元
の

素
材
を
生
か
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
満
載
の

飾
り
物
を
作
る
人
、
い
ば
ら
き
観
光
マ

イ
ス
タ
ー
S
級
認
定
者
等
々
、
多
彩
な

顔
触
れ
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、わ
が
ふ
る
さ
と「
笠
間
」

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
、
全
員
で

協
力
を
し
な
が
ら
、
来
訪
者
へ
笠
間
の

魅
力
を
伝
え
、
笠
間
の
良
さ
を
P
R
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
来
て
み
た
い
！

　

笠
間
の
魅
力
を
伝
え
た
い

代
表　

成な
り
た田 

英ひ
で
み
つ光 

さ
ん
よ
り

笠間ふるさと案内人の会
代　表：成田 英光（下郷）
設　立：平成13年
会員数：21人 笠間稲荷神社にて案内

山下りんについての勉強会（白凛居にて） 西念寺にて案内定例会議

笠1234

かさま市民力
笠間に生きる人たちシリーズ133

お
問
い
合
わ
せ
先
：
あ
た
ご
天
狗
の
森
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
笠
間
観
光
協
会
）

T
E
L
：
0
2
9
9

－

45

－

6
6
2
2



19 平成30年　広報かさま5月号（vol.146）

　

総
務
省
に
お
い
て
、
2
0
2
0
年
国
勢
調
査
実
施
計
画
の
立
案
に
当
た
り
、
調
査
環
境
の
変
化
に

対
し
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
調
査
方
法
等
必
要
な
事
項
を
実
地
に
検
証
し
、
実
施
計
画
の
策
定
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
試
験
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
試
験
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
2
0
2
0
年
の
本
調
査
に
お
け
る
調
査
環
境
の
改
善
や
事

務
の
効
率
化
、
回
答
者
の
負
担
軽
減
等
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
全
国
の
市
区
町
村
の
中
か
ら
笠
間
市
が
試
験
調
査
地
と
し
て
選
出
さ
れ
、
笠
間
市
の
一

部
の
地
区（
※
）に
お
い
て
試
験
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
6
月
上
旬
か
ら
調
査
書
類
配
布
の
た
め
、
巡
回
し
ま
す
。

調
査
対
象
に
な
っ
た
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　

統
計
調
査
員
と
偽
り
詐
欺
等
を
行
う
者
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
統
計

調
査
に
お
い
て
、
金
銭
の
要
求
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
2
0
年

国
勢
調
査

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
30
年
6
月
1
日
で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ  
企
画
政
策
課
統
計
グ
ル
ー
プ（
内
線
５
９
２
）

八
雲
の
一
部
・
中
央
の
一
部
・

東
平
の
一
部
・
美
原
の
一
部
・
旭
町
の
一
部

※
調
査
地
区

調
査
期
日  

平
成
30
年
6
月
21
日
㈭

第
2
次
試
験
調
査
を
実
施
し
ま
す 

Q
入
社
の
き
っ
か
け
は

A 
も
と
も
と
好
き
だ
っ
た「
も
の
づ
く
り
」が
で
き
る
会
社
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
地

元
企
業
で
あ
っ
た
の
で
目
に
留
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
砕
石
は
、
世
の
中
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
必
要
不
可
欠
な
、
縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
り
、
誇
り
を
持
て
る
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
入
社

試
験
を
受
け
ま
し
た
。

Q
働
い
て
み
て
知
っ
た
こ
と

A 

こ
う
い
う
業
界
は
力
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
職
場
改
善
に
よ
り
機
械
化
が
進
ん

で
い
て
、
従
業
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
仕
事
が
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
は
寮
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
と
て
も
き
れ
い
で
、
一
軒
家
に

住
ん
で
い
る
よ
う
に
の
び
の
び
過
ご
し
て
い
ま
す
。

Q
ズ
バ
リ
‼
わ
が
社
の
ス
ゴ
い
と
こ
ろ
は

A 

生
産
し
た
砕
石
は
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
原
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
日
本
屈
指
の
国
際
空
港

で
あ
る
成
田
空
港
の
滑
走
路
や
世
界
選
手
権
な
ど
の
開
催
地
と
な
っ
て
い
る
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
茂
木

の
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ス
に
も
使
わ
れ
て
い
る
の
が
自
慢
で
す
。

Q
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

A 

当
社
は
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
本
社
を
持
ち
、
関
東
一
帯
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
事
業
展
開
し
て
い
ま

す
。
地
域
密
着
型
の
企
業
で
す
の
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
社
会
貢
献
で
き
る
企
業
で
す
。
中
途
採

用
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
オ
ー
リ
ス　

http://w
w
w
.ores.co.jp/

プラントの様子

金子さん

所　

在　

笠
間
市
箱
田
3
9
2
9
–
3

T
E
L　

0
2
9
6
–
7
2
–
7
2
1
2

事　

業　

砕
石
の
製
造

株
式
会
社 

オ
ー
リ
ス

私が答えます!

金
かねこ

子 直
なおと

人さん
（笠間市在住・入社4年目）

総
務
省
・
茨
城
県
・
笠
間
市

企
画
政
策
課
統
計
グ
ル
ー
プ（
内
線
5
9
2
）

 問い
合わせ
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile

http://www.kasama-pocket.jp 問合せ：子ども福祉課 （内線164）

人口と世帯数 ●人　口：75,260人（－195人）　 男36,857人（－72人）　 女38,403人（－123人）
●世帯数：28,718世帯（+62世帯）　●3月の出生数：38人　●3月の死亡数：79人

《常住人口4.1現在》
（　）内は前月比較

　　間市で子育てしている方を対象としたスマートフォン用
　　アプリ「かさまぽけっと」に新たな機能を追加しました。

★あかちゃん・ほっと！ルーム
　乳幼児を連れた保護者が外出先で気軽に立ち寄り、授乳や
おむつ交換ができる設備を有する公共施設や店舗を「あかち
ゃん・ほっと！ルーム」として登録し登録施設の情報を掲載
しました。
　登録施設を指定し、ルート案内をタップすると目的地まで
ナビゲートします。

　市では、安心して外出することができる環境を整え、子育
てにやさしいまちづくりを推進しています。

かさまぽけっとアドレス

「かさまぽけっと」「かさまぽけっと」

110

am

てにてててて

笠

子育て支援
アプリ

子育て支援
アプリ

【利用方法】
　ご使用の端末から「app store」または「playストア」を起
動し「笠間」で検索してダウンロードしてください。
　または、下記QRコードを読み取り、ダウンロードしてください。
　すでにダウンロード済みの方は、更新してご利用ください。
（無料。iOS8、Android4.4以上推奨）。

▲iOS版 ▲Android版

20

軟式野球

2018年リハーサル大会

2018年リハーサル大会

2018年リハーサル大会

2019年本大会

クレー射撃

ゴルフ（女子・少年男子）

合気道

大会名 リハ大会会期 会場
水戸市長旗第26回
東日本軟式野球選手権大会

11月3日（土）～
11月5日（月）

笠間市総合公園市民
球場ほか5会場

大会名 リハ大会会期 会場
第73回国民体育大会
関東ブロック大会 8月1日（水）

茨城県狩猟者研修セン
ター射撃場

本体会会期 会場

8月25日（日） 合気道特設会場（吉岡27-1）

大会名 リハ大会会期 会場
第73回国民体育大会
関東ブロック大会（少年男子）7月13日（金）

宍戸ヒルズカントリー
クラブ 西コース

クレー射撃は、イギリスの貴族が鳥を放し標的にしてい
たゲームが発祥です。その後時代の流れとともに、鳥の
替わりに皿（クレー）を標的にしたのが、クレー射撃の由
来とされています。

合気道は、開祖植芝盛平翁が、柔術・剣術・槍術など
多くの日本伝統の古流武術の奥義を究め、さらに厳し
い精神的修行を経て創始した現代武道です。一般のス
ポーツや競技武道と異なり、他人と優劣を競うことを
しないため、国体では試合を行わず、日頃の稽古の成
果を披露する演武大会を行います。

豆知識 豆知識

協賛企業・団体、ボランティア、花いっぱい運動の協力団体を募集中！【問い合わせ】国体推進室（内線242）
↑国体HP

笠間市開催競技の紹介

明治時代にアメリカから輸入された野球は、明治・大正

を経て盛んになり、全国の青少年に関心と刺激を与えま

した。大正時代には、子どもたちに安全に野球を楽しめ

るボールが求められ、糸井浅次郎・鈴鹿栄両氏によって

軟式ボールが誕生。軟式野球は日本発祥なのです。

豆知識
ゴルフの聖地セントアンドリュースには22のホールが
ありましたが、コースの一部を市に返還することになり、
18ホールに縮小されてしまいました。それまでは、ゴ
ルフ場によってホール数はバラバラでしたが、聖地で
あるセントアンドリュースに倣って18ホールでゴルフ
場が作られるようになりました。

豆知識


